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６ 下の＜図１＞のように，1 辺の長さが 10cm の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがありま

す。辺ＢＣ，ＣＤ，ＤＡの真ん中の点をそれぞれＬ，Ｍ，Ｎとするとき，次の各問い

に答えなさい。

(1) 4 点Ｌ，Ｎ，Ｈ，Ｇを通る平面で立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨを切り， 2 つの立体

に分けます。＜図２＞は 2 つの立体のうち頂点Ｅを含む立体です。その中に，はみ
ふく

出ないようにできるだけ大きい立方体を，1 つの頂点が点Ｅと重なるように置きま

す。このとき，その立方体の 1 辺の長さを求めなさい。

(2) 3 点Ｌ，Ｍ，Ｇを通る平面で立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨを切り， 2 つの立体に分

けます。＜図３＞は 2 つの立体のうち頂点Ｅを含む立体です。その中に，はみ出な

いようにできるだけ大きい立方体を，1 つの頂点が点Ｅと重なるように置きます。

このとき，その立方体の 1 辺の長さを求めなさい。
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(3) 下の＜図４＞のように，辺ＡＤ，ＢＣ上にそれぞれ点Ｐ，Ｑを，ＤＰとＣＱの長

さが等しくなるようにとります。3 点Ｑ，Ｍ，Ｇを通る平面と 3 点Ｐ，Ｍ，Ｈを通

る平面で立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨを切り，3 つの立体に分けます。

＜図５＞は 3 つの立体のうち頂点Ｅを含む立体です。その中に，はみ出ないように

できるだけ大きい立方体を，1 つの辺が辺ＥＦと重なるように置きます。その立方

体の 1 辺の長さが 8cm であったとき，元の立方体のＤＰの長さを求めなさい。
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(1) 図２の立体の内部に立方体が入った様子を

正面から見ると右図のようになる。

･･立方体は斜線部分。

右図で，△ＩＢＬと△ＩＦＧは相似で，

相似比はＢＬ：ＦＧ＝ 5：10 ＝ 1：2
なので，ＩＢ：ＩＦ：ＢＦ＝ 1：2：(2 － 1)
＝ 1：2：1 で，ＢＦ＝ 10cm より，

ＩＦ＝ 10 × 2 ＝ 20cm。

よって，ＩＦ：ＦＧ＝ 20：10 ＝ 2：1。
また，△ＩＦＧと△ＬＫＧは相似なので，

ＬＫ：ＫＧ＝ＩＦ：ＦＧ＝ 2：1。

よって，比を用いてＬＫ＝○2 ，ＫＧ＝○1
とすると，正方形の辺の長さは等しいので

ＪＬ＝ＬＫ＝○2 となるので，

ＦＫ＝○2 ＋○1 ＝○3 となり，これが 10cm を表す。

よって，立方体の 1 辺の長さ○2 は 10 × ＝ cm です。

(2)

ＬＭの真ん中の点をＯ，ＡＣとＢＤの交点をＳとすると，

ＣＯ：ＯＳ＝ＣＬ：ＬＢ＝ 1：1，またＣＳ：ＳＡ＝ 1：1 より，

ＣＯ：ＯＳ：ＳＡ＝ 1：1：(1 ＋ 1)＝ 1：1：2。
よって，ＣＯ：ＯＡ＝ 1：(1 ＋ 2)＝ 1：3。
また，点ＯからＢＣに引いた垂線とＢＣの交点をＲとすると，

ＣＲ：ＲＢ＝ＣＯ：ＯＡ＝ 1：3 となる。

また，左上図の中にできるだけ大きな立方体が入った図を正面から見ると，

右上図のようになる。･･立方体は斜線部分。

右上図で，ＣＲ：ＲＢ＝ 1：3 より，ＣＲ：ＣＢ＝ 1：(1 ＋ 3)＝ 1：4。
また，ＣＢ＝ＣＧ(＝ 10cm)より，△ＣＧＲにおいて，ＣＲ：ＣＧ＝ 1：4。
また，△ＣＧＲと△ＶＴＧは相似なので，ＶＧ：ＶＴ＝ＣＲ：ＣＧ＝ 1：4
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となるので，比を用いてＶＧ＝○1 ，ＶＴ＝○4 とすると，ＶＴ＝ＴＵより，

ＴＵ＝○4 。よって，ＦＧ＝○4 ＋○1 ＝○5 で，ＦＧ＝ 10cm より，

立方体の 1 辺の長さは○4 ＝ 10 × ＝ 8cm です。

(3)

図５の立体にできるだけ大きな立方体が入った図を，真上と正面から見ると，

上図のようになる。(正面)の図で△ＣＹＧと△ＸＷＧは相似なので，

ＣＹ：ＣＧ＝ＸＷ：ＸＧ＝(10 － 8)：8 ＝ 2：8 ＝ 1：4 で，ＣＧ＝ 10cm

よりＣＹ＝ 10 × ＝ 2.5cm。

よって，(真上)の図で，あい：うえ＝ 2.5：(10 － 8)＝ 2.5：2 ＝ 5：4 でこれは

相似な「三角形Ｃあい」と「三角形Ｃうえ」の相似比を表すので，

Ｃい；Ｃえ＝ 5：4 で，Ｃえ＝ 5 － 4 ＝ 1cm より，Ｃい＝ 1 × ＝ cm。

よって，Ｍい＝ 5 － ＝ cm。

また，「三角形Ｍあい」と「三角形ＭＱＣ」は相似で，相似比は

Ｍい：ＭＣ＝ ＝ ＝ 3：4 なので，

ＱＣ＝あい× ＝ 2.5 × ＝ cm。

つまり，ＤＰ＝ＱＣ＝ cm です。
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